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　平素より芝信用金庫をご利用、お引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。
　このディスクロージャー誌「ハロー!しばしん2019（9月期）」は、2019年9月30日現在の当金庫の経営内容
をご紹介したものです。なお、信用金庫は9月期中間決算を実施していませんので、記載した計数は、仮決算
によるものです。参考程度としてご理解ください。

芝信用金庫の現況（2019年9月末現在）

創 立 大正14年（1925年）6月1日 会 員 数 57,871名

本 店 所 在 地 東京都港区新橋6-23-1 役 職 員 数 804名

店 舗 数 51店舗（都内 40店舗 横浜市内 6店舗
川崎市内 5店舗）

預 金 積 金 1兆1,235億円

貸 出 金 5,175億円

出 資 金 73億2千万円 有 価 証 券 3,007億円

自己資本の充実の状況
(単位：百万円)

項　　目 2019年9月末 2019年3月末
 

（A）自 己 資 本 の 額 60,564 60,340
コア資本に係る基礎項目の額 60,728 60,513
コア資本に係る調整項目の額 163 173

 

（B）リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 計 568,679 553,663
信 用 リ ス ク ・ ア セ ッ ト 546,038 531,022
オ ペ レ ー シ ョ ナ ル ・ リ ス ク 22,641 22,641

自己資本比率（(A)÷(B)×100） 10.65% 10.89%

ご安心いただける金融機関の基準となる国内基準の4％を大きく上回っております。

金融再生法の債務者区分による債権の状況
(単位：百万円)

区　　分 2019年9月末 2019年3月末
破産・更生債権及びこれらに準ずる債権 3,853 4,195
危 険 債 権 5,324 5,646
要 管 理 債 権 2,429 2,576
小

 

計 (A) 11,607 12,417
正 常 債 権 506,694 501,745
合

 

計 (F) 518,302 514,163
 

(B)A に 対 す る 引 当 金 401 235
(C)Aに対する担保・保証 10,147 11,004
合

 

計 (D＝B＋C) 10,548 11,239
保 全

 

率 (D/A) 90.8% 90.5%
引 当

 

率 (B/A－C) 27.5% 16.6%
不 良 債 権 比

 

率 (A/F) 2.2% 2.4%

 

（注）左記の2019年9月末の計数は、「金融機能の再生のた
めの緊急措置に関する法律（金融再生法）施行規則」
第4条に規定する各債権の分類により2019年9月末
残高を表示しておりますが、集計方法については以下
のとおりです。

 

1. 2019年9月末の「破産・更生債権及びこれらに準
ずる債権」及び「危険債権」の金額は、同年3月末
時点における債務者区分を前提とし、同年4月から
9月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実ならび
に債務者区分の引下げ等があった債務者について、
当金庫の定める自己査定基準に基づき債務者区分の
見直しを行い、債務者区分の変更と認められる額を
反映しております。

 

2. 2019年9月末の「要管理債権」の金額は、同年3
月末時点における債務者区分を前提とし、①同年9
月末に3カ月以上延滞となった債権、②同年4月か
ら9月末までに新たに貸出条件を緩和したことを確
認している債権を反映しております。
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預金・貸出金の状況
(単位：百万円)

科　　目 2019年9月末 2019年3月末
預 金 1,123,561 1,116,391

当 座 預 金 20,004 21,666
普 通 預 金 373,190 368,138
貯 蓄 預 金 3,438 3,397
通 知 預 金 1,343 1,884
定 期 預 金 687,187 685,511
定 期 積 金 30,835 30,953
そ の 他 の 預 金 7,561 4,840

貸 出 金 517,536 513,314
割 引 手 形 4,616 6,055
手 形 貸 付 17,523 18,725
証 書 貸 付 490,193 483,301
当 座 貸 越 5,203 5,230

(注) その他の預金は、別段預金・納税準備預金・外貨預金です。

損益の状況
(単位：百万円)

項　　目 2019年9月末 2019年3月末
業 務 純 益 1,147 2,113
経 常 利 益 1,204 1,959
当 期 純 利 益 738 1,549

貸出金業種別内訳
(単位：先、百万円)

業　　種
2019年9月末 2019年3月末

貸出先数 貸出金残高 構成比 貸出先数 貸出金残高 構成比
製 造 業 1,350 27,066 5.2％ 1,371 27,996 5.4％
農 業 、 林 業 2 10 0.0％ 2 11 0.0％
漁 業 － － － － － －
鉱業、採石業、砂利採取業 － － － － － －
建 設 業 1,403 23,906 4.6％ 1,426 22,569 4.3％
電 気・ガ ス・熱 供 給・水 道 業 － － － － － －
情 報 通 信 業 230 3,096 0.5％ 234 3,353 0.6％
運 輸 業 ・ 郵 便 業 186 7,332 1.4％ 187 7,193 1.4％
卸 売 業 ・ 小 売 業 1,654 34,563 6.6％ 1,682 34,573 6.7％
金 融 業 ・ 保 険 業 43 2,692 0.5％ 41 2,954 0.5％
不 動 産 業 2,983 261,283 50.4％ 2,991 258,297 50.3％
物 品 賃 貸 業 23 1,695 0.3％ 25 1,846 0.3％
学術研究、専門・技術サービス業 344 7,033 1.3％ 349 6,488 1.2％
宿 泊 業 3 343 0.0％ 3 333 0.0％
飲 食 業 815 6,840 1.3％ 819 6,956 1.3％
生活関連サービス業、娯楽業 362 3,271 0.6％ 363 3,404 0.6％
教 育 、 学 習 支 援 業 63 1,423 0.2％ 60 1,444 0.2％
医 療 、 福 祉 267 4,708 0.9％ 261 4,274 0.8％
そ の 他 の サ ー ビ ス 1,225 15,322 2.9％ 1,209 14,492 2.8％
地 方 公 共 団 体 1 242 0.0％ 1 250 0.0％
個 人 14,698 116,700 22.5％ 14,812 116,874 22.7％
合 計 25,652 517,536 100.0％ 25,836 513,314 100.0％

(注) 業種別区分は、日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。
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有価証券の時価情報
1. 売買目的有価証券……該当ありません。

2. 満期保有目的の債券……該当ありません。

3. 子会社・子法人等株式及び関連法人等株式……該当ありません。
当金庫が保有する子会社・子法人等株式及び関連法人等株式は、時価を把握することが極めて困難と認められるため、
下記「5. 時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券」に記載し、本項では記載を省略しております。

4. その他有価証券 (単位：百万円)

区　　分
2019年9月末 2019年3月末

貸借対照表
計上額

取得原価
（償却原価） 差　額 貸借対照表

計上額
取得原価

（償却原価） 差　額

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えるも
の

債 券 255,151 246,603 8,548 274,684 266,188 8,495
国 債 126,335 119,486 6,848 140,064 133,501 6,562
地 方 債 24,619 24,321 297 28,880 28,422 457
社 債 104,196 102,794 1,401 105,740 104,264 1,475

そ の 他 24,273 23,645 628 10,177 10,000 177
小 計 279,425 270,248 9,176 284,862 276,188 8,673

貸借対照表計
上額が取得原
価を超えない
もの

債 券 5,588 5,600 △11 899 900 △0
社 債 5,588 5,600 △11 899 900 △0

そ の 他 6,208 6,800 △591 12,017 12,447 △429
小 計 11,797 12,400 △602 12,917 13,347 △429

合 計 291,222 282,648 8,574 297,779 289,535 8,243
(注) １. 時価は期末日における市場価格等に基づいております。

２. 上記の「その他」は外国証券及び投資信託等です。
３. 時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。

5. 時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券 (単位：百万円)

区　　分
2019年9月末 2019年3月末

貸借対照表計上額 貸借対照表計上額
子 会 社 ・ 子 法 人 等 株 式 110 110
非 上 場 株 式 125 125
私 募 不 動 産 投 資 信 託 9,140 9,141
投 資 事 業 有 限 責 任 組 合 出 資 179 184

合 計 9,555 9,561

芝信用金庫は株式会社日本格付研究所（JCR）からA－（シングルAマイナス）の高い格付を取得しております｡

AAA 債務履行の確実性が最も高い

AA 債務履行の確実性は非常に高い
A

BBB

CCC CC

BB

B

債務履行の確実性は高い

債務履行の確実性は認められるが、上位等級に
比べて、将来債務履行の確実性が低下する可
能性がある

債務履行に当面問題はないが、将来まで確実で
あるとは言えない
債務履行の確実性に乏しく、懸念される要素が
ある

以下
まで11段階あります。～ LD～C～ D～

しばしんは昨年に引き続き、日本国内
における主要な格付会社の一社である
株式会社日本格付研究所（JCR）から、
長期発行体格付として〔A－〕（シングルA
マイナス）の高い格付を取得しておりま
す。
しばしんの健全経営が客観的にも高く
評価されております。

A－
債務履行の確実性は高い
格付の見通し：【安定的】

（シングルAマイナス）

株式会社日本格付研究所（JCR）
長期発行体格付

AAからBまでの格付記号には同一等級内での
相対的位置を示すものとして、プラス（＋）若し
くは（－）の符号による区分を付しています。

株式会社日本格付研究所（JCR）の基準
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～中小企業の経営の改善及び地域の活性化のための取組みの状況～
　当金庫は、「地域密着型金融」を恒久的な取組み課題として位置付け、取引先企業への支援及び地域経済への貢献に向けて取
組んでおります。
　2019年4月〜2019年9月までの取組み状況をご報告いたしますのでご覧いただき、ご理解を賜りますようお願い申し上げます。
　尚、本資料には金融機関の金融仲介機能を客観的に評価するための指標である「金融仲介機能のベンチマーク」に関する内容
も掲載しております。当金庫では、地域金融機関としての金融仲介機能の質をより一層高めていくために、このベンチマークを
自己評価に活用してまいります。

Ⅰ. 地域密着型金融の恒久的推進課題
1．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化
2．事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底
3．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

Ⅱ. 地域密着型金融の取組み状況
1. ライフサイクルに応じた取引先企業の支援強化

項　　目 取組み方針 取組み状況　2019年4月～2019年9月

（１）経営改善計画
書重点策定先
支援

○外部専門機関の積極的な活
用による顧客事業先のライ
フステージに応じた最適な
ソリューションの提案支援

①2019年度は経営改善計画書重点策定先として15先の支援を実
施しております。

②信用保証協会専門家派遣、民間コンサルティング会社の経営改善
等支援など、専門家の知見を活用し、店舗を通じた支援を実施し
ております。

経営改
善支援

外部専門機関 支援実績件数
中小企業再生支援協議会 (東京) 4件（注）
信用保証協会
(東京・神奈川・横浜・川崎) 15件

民間コンサルタント会社
(3社と業務提携) 1件（注）

（注）前年度より継続して支援を行っている先を含んでおります。
③不動産賃貸事業者への支援として、不動産コンサルティング会社

による賃貸経営診断、有効活用等相談の支援を実施しておりま
す。

不動産
関　連
支　援

支援内容 支援実績件数
不動産賃貸経営診断 2件
不動産有効活用等相談 8件

（２）創業・新事業
支援

○外部専門家の認定支援機関
との連携強化

○創業・新事業支援補助金の
活用推進

○地方公共団体等の「制度融
資」の活用

○東京都と連携した「女性・
若者・シニア創業サポート
融資」の取扱い

○（株）日本政策金融公庫と
の協調融資商品の取扱い

①国や自治体が募集する補助金の募集内容に関する情報提供に取
組みました。

　認定支援機関として下記のとおり申請サポート等を実施いたし
ました。

　・平成30年度補正予算　ものづくり・商業・サービス経営力向
上支援補助金　　　　　　採択５件

　・先端設備導入計画策定　採択４件
②東京都及び23区、神奈川県、横浜市、川崎市の創業・新事業支

援関連「制度融資」の積極的活用を推進しました。また、東京都
と連携し創業をサポートする新たな融資制度を2014年7月1日
から開始しました。

（金融仲介機能ベンチマーク関連項目）

創業関
連融資

融資種別 支援実績件数
地方公共団体等の「制度融資」 48件 325百万円
東京都「女性・若者・シニア創
業サポート融資」 11件 50百万円

③2017年12月20日に（株）日本政策金融公庫との協調融資商品
「サポートワン（創業・挑戦・未来）」を創設しました。
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項　　目 取組み方針 取組み状況　2019年4月～2019年9月

（３）経営改善支援 ○地方公共団体等の「制度融
資」の活用

①東京都及び23区、神奈川県、横浜市、川崎市の経営改善支援関
連「制度融資」の積極的活用を推進しました。

取扱い実績　155件　2,784百万円

（４）事業承継 ○外部コンサルタントの活用
による各種相談業務の充実

○M&Aの活用

①コンサルティング機能の充実に努め、専門家（中小企業診断士・
公認会計士・コンサルタント）による事業承継等相談を実施しま
した。

②M＆A・資本対策
しんきんキャピタル（株）、東京都事業引継ぎ支援センター、民
間専門機関との連携を強化し、Ｍ＆Ａや資本対策の相談に応じま
した。

2. 事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底

項　　目 取組み方針 取組み状況　2019年4月～2019年9月

（１）目利き機能
の向上をは
じめ事業価
値を見極め
る融資＝不
動産担保・
個人保証に
過度に依存
しない融資
の徹底

○事業からのキャ
ッ シ ュ フ ロ ー
（返済能力）を
重視した融資審
査の実施

○目利き力・事業
価 値 の 見 極 め
（事業性評価）
能力の向上

○外部研修等への
参加

○金融円滑化への
適切な対応

○経営者保証に関
するガイドライ
ンの適切な対応

①健全な事業を営まれているお客様に対し必要な資金を円滑に供給していくた
めに、返済能力を重視し担保・保証に過度に依存しない審査体制の定着化を進
めるとともに、さまざまなニーズに積極的かつ柔軟に応じる融資推進体制の定
着に努めました。
また、事業を営まれているお客様の再チャレンジ支援に資する取組みとして
も、個人保証に過度に依存しない融資の推進に努めております。

②個人事業者向けローンとして「スタッフ」の取扱いをしております。
（株）クレディセゾンと提携し、個人事業者の資金需要に迅速に対応しております。

③法人役員専用ローン「キャリア」の取扱いをしております。
（株）クレディセゾンと提携し、法人役員を対象にしたフリーローンとして迅
速に対応しております。

④法人・個人事業者向けローン「マイティ・プラス」（アイフル（株）保証）を
2013年2月より発売し他行等からの資金調達に苦慮している事業者に対する
供給手段として推進しております。
⃝取扱い実績（残高）

融資商品名 2019年9月末残高
スタッフ 20百万円
キャリア 99百万円
マイティ・プラス 54百万円

⑤「動産・売掛債権担保融資」は、機械・設備等の動産を担保とする融資「しん
きんMEサポート」の取扱いを2008年5月から開始しており、2014年7月よ
り東京都の「東京都動産・債権担保融資（ABL）制度」の指定金融機関となっ
ております。
また、公共工事の受注に伴う工事請負代金債権を譲渡担保とする融資「しばし
ん債権譲渡担保融資“キャピタルフロー"」の取扱いを2015年7月より開始し
ております。

⑥不動産担保・個人保証に過度に依存せず、事業性評価を通じた事業の将来性や
継続性に目を向けた融資判断を行うため、適時研修を実施しております。

⑦目利き力ならびに企業の実態把握力を強化するため、一般社団法人金融財政事
情研究会が主催する「融資問題研究会」のほか、外部研修や各種セミナーにも
積極的に参加しております。

⑧決算分析及びローンレビューの認識を高め債務者の実態を把握するため、
2011年4月より「決算分析表」に『SWOT』分析（事業性評価項目）を採り
入れております。

⑨金融仲介機能を積極的に発揮するという観点から、お取引先企業の経営実態等
を踏まえて、適切に新規融資や貸付条件の変更等を行うこと、「経営者保証に
関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ誠実かつ適切に対応するこ
となど、これまで以上に金融円滑化への適切な対応を図っております。

（２）中小企業に
適した資金
供給手法の
徹底

○信用保証協会保
証付融資等の活
用

○中小企業金融円
滑化への対応

①東京都、神奈川県、横浜市、川崎市の信用保証協会の活用による中小企業に適
した資金供給を実施しております。
⃝取扱い実績　９４５件　８,４８３百万円

②融円滑化に係る、苦情・相談への対応。
⃝苦情・相談『専用窓口』の設置
⃝フリーダイヤルによる苦情・相談『専用電話』の設置（0120－300331）
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3. 地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

項　　目 取組み方針 取組み状況　2019年4月～2019年9月

（１）地域の面的再生 ○地方公共団体との連
携

○地元商店街への協力
○地域の事業先に対す

る経営支援

①地元商店街活性化の側面から、商店会のスタンプ等は１１店舗、地域
商品券は３６店舗で取扱い、ポイントカード等の利用促進に協力して
おります。

②毎週木曜日に実施している「住宅ローンアフター相談会」に住宅ロー
ンの返済計画の見直しに関する相談業務を加え実施しております。

〈毎週木曜日〉午後5時30分から8時まで開催
③大手企業OBや専門家の方が、現役時代に培った知見やネットワーク

を地域の中小企業の経営支援に活用することを目的に、新現役人材と
地域の事業所の交流を推進しております。

④東京都立産業技術研究センターと業務提携を締結し、地域の事業先に
対する技術支援を提供しております。

⑤大学及び産学連携機関と連携し、地域の事業先に対して技術情報及び
技術支援を提供しております。

⑥地域の事業所に対して提携機関が実施するビジネスマッチングサイ
トやビジネスフェアへの参加を促し、販路拡大支援を実施しておりま
す。

⑦地元事業先の事業内容を広くご紹介させていただくことを目的に、当
金庫ホームページ内に「しばしんビジネスサポートネット」を開設
し、2019年9月末現在で３２３先の「商品・製品・サービス」等を
紹介させて頂いております。

（２）地域活性化につ
ながる多様なサ
ービスの提供

○地方公共団体等との
連携

○お客様が求めている
ニーズを見極め、ニ
ーズに応えられるよ
うなきめ細かい経営
の確立に向けて取組
む

①地域サービスの向上のため、店舗近隣への住所表示プレートを設置し
ております。

②お客様からの苦情・相談内容は、本部担当部門で集約及び改善策につ
いて対応しております。

③平日では時間が確保できない個人や法人・個人事業者を対象に「住宅
ローン」「事業資金」等の土曜日相談会を開催しております。

（金融仲介機能ベンチマーク関連項目）
2019年4月20日 18店舗開催 2019年7月20日 19店舗開催
2019年5月18日 12店舗開催 2019年8月17日 開催なし
2019年6月15日 23店舗開催 2019年9月21日 17店舗開催

④地域のお客様に対する知的サービスの一環として、しばしんご相談室
を開催しております。

（金融仲介機能ベンチマーク関連項目）
相談内容 相続・贈与 不動産 事業承継・法人経営 その他
法律相談 7件 2件 0件 10件
税金相談 16件 2件 4件 14件
書面相談 2件 1件 1件 0件
出張相談 13件 7件 7件 3件

⃝相談件数合計　89件
⑤地域のお客様へのサービスの一環として、年金相談会を開催しており

ます。
（金融仲介機能ベンチマーク関連項目）

開催数 52回
受給手続き 119件

相談内容 受給予約 26件
調査他 184件

⑥地域のお客様へのサービスの一環として、各種セミナーを開催してお
ります。

（金融仲介機能ベンチマーク関連項目）
セミナー種別 参加先数

産学連携 35先

（３）地域への適正な
コミットメント

○地域とのかかわりを
深める

○地方公共団体等との
連携強化

①地方公共団体との連携
による保証協会各種制
度融資の積極的取扱い
を推進しました。

取扱実績 945件 8,483百万円
東京都 823件 7,167百万円
神奈川県 23件 249百万円
横浜市 57件 585百万円
川崎市 42件 482百万円
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項　　目 取組み方針 取組み状況　2019年4月～2019年9月

②「港区との連携状況」
本店所在地の港区との連携をより一層強化し、地域産業の進展と中小
企業金融への協力を進めております。
⃝港区中小企業融資あっせん制度具体化への参画
⃝港区中小企業制度融資の積極的取扱い

4. 経営改善支援の取組み実績（2019年4月～2019年9月）

うち
経営改善支援
取組み先数

期首
債務者数

aのうち
期中に債務
者区分がラ
ンクアップ
した先数

aのうち
期中に債務
者区分が変
化しなかっ
た先数

aのうち
再生計画を
策定した
先数

経営改善支援
取組率

ランクアップ
率

再生計画
策定率

A a b c d a/Α b/a d/a
正 常 先 ① 8,588 0 0 0 0 0.0％ 0.0％ 0.0％

その他要注意先 ② 1,982 11 0 0 4 0.5％ 0.0％ 10.0％

要 管 理 先 ③ 47 1 0 0 1 3.6％ 0.0％ 100.0％

破 綻 懸 念 先 ④ 109 2 0 0 0 3.1％ 0.0％ 25.0％

実 質 破 綻 先 ⑤ 97 1 0 0 0 0.0％ 0.0％ 0.0％

破 綻 先 ⑥ 18 0 0 0 0 0.0％ 0.0％ 0.0％

小計（②～⑥の計） 2,253 15 0 0 5 0.6％ 0.0％ 20.0％

合 計 10,841 15 0 0 5 0.1％ 0.0％ 20.0％

(注) １. 期首債務者数及び債務者区分は2019年度期首のものです。
２. 債務者数及び経営改善支援取組み先数には、個人ローン、住宅ローンのみの債務者を含めておりません。
３. b欄には期中にランクアップした先数を記載し、期中に完済した債務者は含めておりません。a欄には含めております。
４. 「再生計画を策定した先数」は、中小企業再生支援協議会に設置された経営改善センターの事業対象先と金融機関独自の再生計画策定先

の合計です。

｢経営者保証に関するガイドライン｣への取組み状況
　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客様からお借入れや保証債務整理の相談を受けた際
に真摯に対応するための態勢を整備しています。また、経営者保証の必要性については、お客様との丁寧な対話により、法人と経営者の関
係性や財務状況等の状況を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分に検討するなど、適切な対応に努めています。

2019年度の「経営者保証に関するガイドライン」の活用状況
2019年4月
～２019年9月

新規に無保証で融資した件数 406件
新規融資に占める経営者保証に依存しない
融資の割合 10.43％

保証契約を解除した件数 52件
経営者保証に関するガイドラインに基づく
保証債務整理の成立件数（当金庫をメイン
金融機関として実施したものに限る）

0件

●経営者保証に関するガイドラインの活用先数、及び、全与信
先数に占める割合〔2018年度末時点〕

(金融仲介機能ベンチマーク関連項目)

全与信先数
①

ガイドライン
活用先数②

割合
②／①

経営者保証に関する
ガイドラインの活用
先数、及び、全与信
先数に占める割合

10,806先 1,558先 14.4％

「地域密着型金融」の取組み状況－２、「経営者保証に関するガイドライン」への取組み状況




